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Ⅰ．はじめに 

日本における2023年の合計特殊出生率は1.20と過去最低を記録し、出生数も大幅に減少し、少

子化が深刻化している1）。こうした状況を受け、厚生労働省は若い世代が乳幼児と関わる機会を

増やす方針を示している2）。乳幼児とのふれあいは大学生の親準備性を高めることが報告されて

おり3）、海外のROEプログラムでも向社会的行動の増加が示されている4）。内分泌学的には、乳

幼児との関わり後にコルチゾールが低下し、オキシトシンがストレス抑制や社交性に関与するこ

とが示されている5）。特に青年期女性は親準備性が高まりやすいとされ6）、この時期の乳幼児と

のふれあいは個人の意識形成だけでなく、少子化対策の観点からも重要である。 

Ⅱ．目的 

妊娠・子育て経験のない青年期女性（大学生）を対象に、乳幼児とのふれあいが心理学的指標

（親準備性・向社会的行動）、内分泌学的指標（唾液中オキシトシン濃度・唾液アミラーゼ活

性）、および主観的ストレスに与える影響を明らかにすることを目的とする。特に、乳幼児との

ふれあいによる親準備性への影響と、唾液中オキシトシン濃度との関連を検討する。また、「介

入→オキシトシン→親準備性→出産意欲」という媒介構造についても検証する。 

なお、今回は次年度の本調査に向けた予備的検討とし、測定の実施可能性を確認する。 

Ⅲ．研究方法 

１．研究デザイン 

今回は予備調査として、対照群は設けず、単一群前後比較デザインの準実験的研究を実施した。 

２．対象 

大学内で募集した女子学生（30 歳未満・妊娠・子育て経験なし・損害賠償保険加入済）4 名が

参加した。全員が看護学科に所属していた。研究目的を説明したうえで多世代交流広場での乳幼

児とのふれあい活動に参加した。介入内容の詳細は、主観的バイアスを避けるため事前に具体的

に示さなかった。除外基準は感染症罹患の可能性がある者とした。 

３．測定項目 

親性準備性尺度 7）、子どもを産み育てたいか、対象別利他行動尺度 8）、主観的ストレス、唾液中

オキシトシン濃度、唾液アミラーゼ活性 

４．データ収集方法 

2 名ずつ 2日間に分かれて乳幼児とのふれあい（約 20〜40分）を経験した。介入前後の質問紙

調査は WEB形式で行った。唾液は介入前・20分時点・介入直後に採取した。 
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利他行動には複数の用語が用いられてきたが 9）、本研究では向社会的行動の指標として対象別

利他行動尺度 9）を用いた。同尺度は「最近の行動」を問うため介入直後の変化は反映されにくい。

行動変容ステージモデル 10）では、1か月以内に行動変容の意思が生じる可能性が示されているこ

とから、介入 1か月後に WEB 調査を行い、その値を介入後の指標とした。 

５．分析方法 

準実験的デザインによる予備的検討として、心理指標と内分泌指標の介入前後の変化を記述的

に検討した。対象別利他行動尺度は特性上 1 か月後の値を介入後とした。唾液中オキシトシン濃

度と唾液アミラーゼ活性は 3 時点の変化を確認した。唾液中オキシトシン濃度は DetectX 

Oxytocin ELISA Kit（Arbor Assays, K048-H1）、唾液アミラーゼ活性は唾液アミラーゼモニター

（ニプロ株式会社）で測定した。サンプル数が少ないため統計解析は行わず、探索的分析とした。 

Ⅳ．結果 

研究協力を申し出た 4名全員が参加し、ふれあい時間は乳幼児の来所状況により 20〜40分であ

った。介入前後の WEB 質問紙と、3 時点（介入前・20 分時点・直後）の唾液採取は全員から得ら

れた。対象別利他行動尺度は介入 1か月後に調査を行い、3名から回答を得た（有効回答率 75％）。 

 

１．乳児と関わった経験や乳幼児触れ合い体験への参加経験があった 3名の特徴 

3 名はいずれも乳児のお世話経験や乳幼児触れ合い体験への参加経験があり、介入前から乳児

と関わりたい意欲を示していた。きょうだい構成は年上 1 名・年下 2 名であった。主要アウトカ

ムでは、乳幼児への好意感情は介入前後とも満点で高く、育児への積極性は 2 名で上昇した。唾

液中オキシトシン濃度は 3 名とも介入後に平均で約 77.6％の上昇がみられた。主観的ストレスは

2名で低下した。一方、唾液アミラーゼ活性には一定の傾向がみられなかった。将来子どもを産み

育てたいという意識はいずれも「そう思う」で変化がなかった。 

２．乳児と関わった経験が限定的だった 1名の特徴 

乳児との関わりが「抱っこ」に留まり、介入前に不安を抱いていた 1 名は、他の 3 名とは異な

る反応を示した。年下のきょうだいを持つが、乳幼児触れ合い体験の参加経験はなく、介入後に

は「緊張した」と回答した。主要アウトカムでは、乳幼児への好意感情・育児への積極性は上昇

した一方、唾液中オキシトシン濃度は上昇せず、主観的ストレスと唾液アミラーゼ活性は上昇し

た。将来子どもを産み育てたいという意識は「そう思う」から「ややそう思う」へとわずかに低

下した。 

Ⅴ．考察 

１．心理的変化と内分泌学的指標 

表1．参加者の背景要因

参加者 きょうだいの年齢構成 乳児と関わった経験の深さ 乳幼児触れ合い体験の参加経験 乳児と関わることについて 気分の変化

A 年上 お世話したことがある なし 関わりたい

B 年下 抱っこしたことがある あり 関わりたい

C 年下 抱っこしたことがある あり 関わりたい

D 年下 抱っこしたことがある なし 不安がある 緊張した

表2．乳幼児とのふれあい前後における主要アウトカムの変化

参加者 ふれあい時間

介入前 介入直後 介入前 介入直後 介入前 介入直後 介入前 介入20分 終了時 介入前 介入直後 介入前 介入20分 終了時

A 後半20分 36 36 34 38 そう思う そう思う 57.0 29.0 66.9 20 15 21 18 14

B 後半20分 36 36 33 33 そう思う そう思う 58.4 103.6 163.0 20 20 36 30 38

C 40分 36 36 38 46 そう思う そう思う 59.5 84.0 81.0 40 20 4 14 15

D 40分 31 35 29 33 そう思う ややそう思う 117.0 106.1 115.9 30 40 25 70 80

唾液アミラーゼ活性(U/mL)乳幼児への好意感情 育児への積極性 子どもを産み育てたいか 唾液中オキシトシン濃度(pg/mL) 主観的ストレス
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乳児と関わった経験の深さや、不安・緊張の有無が心理的変化や内分泌学的指標に影響する可

能性が示唆された。参加者 A〜Cでは唾液中オキシトシン濃度が上昇し、親準備性の「乳幼児への

好意感情」は天井効果で変化せず、親準備性の「育児への積極性」は 2 名で上昇した。一方、経

験が浅く不安を抱いていた参加者 D ではオキシトシン濃度の上昇はみられなかったが、親準備性

は上昇した。唾液中オキシトシン濃度は個人差が大きく、心理的変化との対応を判断するには 4

名では不十分であり、統計解析もできなかったため、今後はサンプル数の増加が必要である。 

２．きょうだいの有無 

4 名全員にきょうだいがいたが、年齢差や関わり方は把握しておらず、きょうだいの有無だけで

は乳児と関わった経験の深さを説明できない可能性がある。実際、参加者 D は年下のきょうだい

がいたものの経験は抱っこ程度にとどまり、介入時にも不安や緊張を示していた。このことから、

きょうだいの有無は乳児と関わった経験の深さを捉える指標としては限定的であると考えられる。 

３．子どもを産み育てたいという意識 

介入前は 4 名全員が「子どもを産み育てたい」に「そう思う」と回答していたが、介入後に変

化したのは不安や緊張を抱いていた参加者 Dのみで、「ややそう思う」へと低下した。自由記述で

は全員が肯定的な感想を述べ、親準備性は参加者 A〜Cのうち 2名と参加者 Dで向上し、1名は横

ばいであった。このことから、乳児とのふれあいは親準備性を高める一方で、出産意欲とは必ず

しも連動しない可能性がある。 

４．向社会的行動 

対象別利他行動尺度の変化は個人差が大きく、明確な傾向はみられなかった。介入前のボラン

ティア経験には個人差があったが、介入後 1 か月の間に乳児とのふれあいや新たなボランティア

参加はなく、これらが向社会的行動の変化に影響した可能性は低いと考えられる。 

Ⅵ．結論 

乳児とのふれあいは、3 名ではオキシトシン濃度の上昇と親準備性の向上につながった一方、不

安や緊張のあった 1 名ではオキシトシン濃度の上昇がみられず、親準備性や出産意欲とも一致し

なかった。この結果から、乳児とのふれあいが内分泌反応を経て親準備性や出産意欲に至る過程

は一方向的には捉えにくい可能性が示唆された。今回は予備的検討であり、サンプル数が少ない

ため向社会的行動の傾向は明確でなかった。今後はサンプル数を増やし、内分泌反応による親準

備性や出産意欲への影響（介入→オキシトシン→親準備性→出産意欲）も検証する必要がある。 
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